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2022 年 9 月 12 日 
  報道関係各位 

一般社団法人日本能率協会 
 

「2022 年度 新入社員意識調査」 

 

一般社団法人日本能率協会（JMA、会長：中村正己）は、小会が提供する新入社員向け公開教育セミナーの参加

者を対象に、仕事や働くことに対しどのような意識を持っているか調査を行いました。 

この調査は、4月４日～4月８日にインターネット調査で実施し、545人から回答を得ています。 

調査結果の詳細は次ページ以降をご覧ください。また、本調査の結果を受けてのコメントを最終ページに記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

調査名称 2022年度新入社員意識調査 

調査期間 2022 年 4 月 4 日～2022 年４月 8 日  

調査対象 日本能率協会の新入社員向け公開教育セミナー参加者 

調査方法 インターネット調査 回答数 545 人 

属 性 [性別]男性：352 人（64.6％）、女性：192 人（35.2%）、その他：１人（0.2％） 

[最終学歴]高校卒：139 人（25.5%）、高専・専門・短大卒：62 人（11.4%）、 

大学卒：279 人（51.2%）、大学院卒：63 人（11.6%）、その他：2 人（0.3%） 

[学部・学科]文系：199 人（58.0%）、理系：127 人（37.0%）、その他：17 人（5.0%） 

[業種]製造業：208 人（38.2%）、非製造業：337 人（61.8%） 

※本調査データを引用・転載される場合は、 

出典：2022年度「新入社員意識調査」（一般社団法人日本能率協会）をご明記ください。 

新入社員の理想の上司・先輩は「丁寧に指導する人」が 7 割 
「叱ってくれる人」や「情熱を持っている人」は、2012 年から大幅にダウン 

抵抗がある業務は、「指示が曖昧なまま作業を進めること」が 1 位 
 

【トピックス】 

１． 理想の上司・先輩は、「仕事について丁寧に指導する人（71.７％）」が 1 位で 2012 年以降の

調査で過去最高。2012 年度数値の高かった「場合によっては叱ってくれる上司・先輩」や「仕事の

結果に対する情熱を持っている上司・先輩」は大幅にダウン。 

２． 仕事の不安は、人間関係「上司・同僚などの職場の人とうまくやっていけるか（64.6％）」が 1 位 

３． 抵抗がある業務は、「指示が曖昧なまま作業を進めること」が 1 位 

４． 意欲や能力を高めるための上司や人事への期待は、「成長や力量に対する定期的なフィードバック」

が 6 割 

５． 仕事よりもプライベートを優先したい人は８割 

６． 仕事は、「量」より「質」で評価してほしいが 8 割 

７． キャリアイメージを描いている人は 5 割。そのうち 5 年先が３割。10 年先が 3 割。 
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【調査結果の詳細】 

※集計結果は百分率（単位：％）で表示し、小数点第２位を四捨五入しました。そのため、合計が 100％にならないものがあります。 

 

１．理想の上司・先輩は、「仕事について丁寧に指導する人（71.７％）」が 1 位で 2012 年以降の

調査で過去最高。2012 年に数値の高かった「場合によっては叱ってくれる上司・先輩」や「仕事の結果に

対する情熱を持っている上司・先輩」は大幅にダウン。 
 

理想の上司を尋ねたところ、「仕事について丁寧に指導する上司・先輩」が 71.7%で 1 位となりました。 

過去に実施した調査では、2020 年は 59.3％、2014 年は 57.2％、2012 年は 52.4％となっており、過去最高となりま

した。 

なお、2012 年、2014 年に数値の高かった「場合によっては叱ってくれる上司・先輩」や「仕事の結果に対する情熱を持って

いる上司・先輩」は、今回大幅に数値が下がっています。 
 

Q. あなたが理想的だと思うのはどのような上司や先輩ですか。（上位 3 つ選択） ※調査実施年のみ掲載 

 

仕事について丁寧な指導をする

上司・先輩

言動が一致している

上司・先輩

仕事の結果に対するねぎらい・

褒め言葉を忘れない上司・先輩

部下の意見・要望を傾聴する

上司・先輩

仕事だけでなく、プライベートも

大事にする上司・先輩

部下の意見・要望に対し、

動いてくれる上司・先輩

仕事で成果を上げ、周囲からも

信頼されている上司・先輩

場合によっては叱ってくれる

上司・先輩

プライベートな相談にも応じてくれる

上司・先輩

仕事の結果に対する情熱を持っている

上司・先輩

リスクを恐れずチャレンジする上司・先輩

仕事を任せて見守る上司・先輩

その他
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1.0 

57.2 

38.0 
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19.1 

15.1 
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29.2 
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30.2 

7.3 
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52.4 

37.5 

24.8 
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16.5 

13.8 

15.0 

33.7 

15.9 
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２．仕事の不安は、人間関係「上司・同僚など職場の人とうまくやっていけるか（64.6％）」が 1 位。 

仕事をしていく上での不安について尋ねたところ、「上司・同僚など職場の人とうまくやっていけるか」が 64.6%で 1 位となりま 

した。続いて 2 位は「仕事に対する現在の自分の能力・スキル」（53.4%）。こちらも 3 年前の調査から大幅に高まってい 

ます。 

なお、社外に対する人脈作りに対する不安は年々減っています。 

 

Q. これから仕事をしていく上で、どのようなことに不安がありますか。（上位 3 つ選択） 

上司・同僚など職場の人と

うまくやっていけるか

仕事に対する現在の自分の

能力・スキル

仕事での失敗やミス

ビジネスマナーや常識

生活リズムの変化に

ついていけるかどうか

基本的な仕事の進め方

会社の雰囲気（企業文化等）

になじめるかどうか

今後、自分が成長して

いけるかどうか

残業時間の量

社外の人との人脈を築ける

かどうか

転勤や人事異動

やりたい仕事が

できるかどうか

学生時代の専門分野を

仕事に活かせるかどうか

その他

64.6 

53.4 

39.3 

31.7 
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16.0 

11.0 
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59.0 

41.0 

33.6 

27.0 

19.2 

10.4 

18.6 

19.9 
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43.0 

29.9 
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22.9 

21.9 
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12.5 

7.6 

1.0 
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2019年(n=384)

 

  
※2021 年は調査を実施しておりません 
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３．抵抗がある業務は、「指示が曖昧なまま作業を進めること」が 1 位 

仕事をしていく上での抵抗感について尋ねたところ、「上司や先輩からの指示があいまいでも質問しないでとりあえず作業を進め

る」との回答が「抵抗がある」（「抵抗がある」＋「どちらかと言えば抵抗がある」）との回答が、82.7％ありました。8 割が「抵抗

がある」と回答しています。 

 

Q.  あなたにとって、下記にあげた事例は抵抗なくできますか。（上位 3 つ選択） 

凡例

１．知らない人・取引先に電話を

かける

２．初対面の人と雑談をする

３．会議や打ち合わせで自分の

考えを発信する

４．困ったときに周囲に相談・連

絡する

５．上手くいかなかったことを、

すぐに報告する

６．周囲に協力を依頼する

７．上司や先輩からの指示が曖

昧でも、質問をしないで、とりあ

えず作業を進める

抵抗がある

27.5 

14.5 

19.4 

7.5 

8.1 

6.4 

40.9 

どちらかと言えば、

抵抗がある

41.8 

30.3 

37.1 

26.8 

31.2 

30.5 

41.8 

どちらかと言えば、

抵抗がない

18.0 

31.4 

29.5 

35.2 

34.1 

34.1 

13.0 

抵抗がない

12.7 

23.9 

13.9 

30.5 

26.6 

29.0 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４．意欲や能力を高めるための上司や人事への期待は、「成長や力量に対する定期的なフィードバック」

が 6 割 

意欲や能力を高めるための上司や人事への期待を尋ねたところ、「成長や力量に対する定期的なフィードバック」が 61.8％と

なり、続いて「ワークライフバランスをとれる柔軟な働き方ができる環境づくり」は、51.0％となりました。 

 

Q.  意欲や能力を高めるために、上司や人事へ期待することは何ですか。（上位 3 つ選択） 

 

 

 

  

成長や力量に対する定期的な

フィードバック

ワークライフバランスをとれる

柔軟な働き方ができる環境づくり

キャリアや価値観・強み/弱みについての

定期的な話し合い

20代が安心して働ける、見通しのよい

制度・職場づくり

キャリアについての定期的なフォロー

能力開発の意欲に応じて研修受講が

可能な環境づくり

誰でも多様な研修に参加できる環境づくり

特にない

61.8 

51.0 

46.8 

44.4 

36.5 

22.8 

22.4 

14.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

2022年(n=545)
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５．仕事よりもプライベートを優先したい人は８割 

仕事・働き方に対する考えについて尋ねたところ「プライベートを優先したい」（「プライベートを優先したいという考えに近い」＋

「どちらかというとプライベートを優先したいという考えに近い」）との回答が、82.7％ありました。 

また、「定年まで 1 つの会社に勤めたい（「定年まで一つの会社に勤めたいという考えに近い」＋「どちらかというと定年まで一つ

の会社に勤めたいという考えに近い」との回答が、64.5％ありました。 

 

Q. あなた自身の仕事・働き方に対する考えは A と B のどちらに近いですか。 

5-1．A：一つの仕事を長く続けて専門性を磨きたい B：いろいろな業務を経験し、仕事の幅を広げたい 

 

5-2．A：定年まで一つの会社に勤めたい B：機会があれば転職・独立したい 

 

5-3. A：副業・兼業をやってみたい B：副業・兼業をやりたくない 

 

 

5-4．A：プライベートを優先したい B：仕事を優先したい 

 

  

凡例

2022年(n=545)

Aに近い

32.1 

どちらかというと

Aに近い

28.8 

どちらかというと

Bに近い

29.0 

Bに近い

10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

2022年(n=545)

Aに近い

31.7 

どちらかというと

Aに近い

32.8 

どちらかというと

Bに近い

23.5 

Bに近い

11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

2022年(n=545)

Aに近い

20.2 

どちらかというと

Aに近い

26.6 

どちらかというと

Bに近い

29.5 

Bに近い

23.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

2022年(n=545)

Aに近い

31.9 

どちらかというと

Aに近い

50.8 

どちらかというと

Bに近い

15.4 

Bに近い

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60.9％（A に近い＋どちらかというと A に近い） 

64.5％（A に近い＋どちらかというと A に近い） 

46.8％ 

（A に近い＋どちらかというと A に近い） 

82.7％（A に近い＋どちらかというと A に近い） 
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６．仕事は、「量」より「質」で評価してほしいが 8 割 

働きたい職場について、「働いた仕事の“量”で評価される職場」と、「働いた仕事の“質”で評価される職場」のどちらに近い考

え方か尋ねたところ「働いた仕事の“質”で評価される職場」（「働いた仕事の“質”で評価される職場という考え方に近い」＋

「どちらかというと働いた仕事の“質”で評価される職場という考え方に近い」）との回答が、82.6％ありました。 

 

Q. あなたが働きたい職場は A と B のどちらに近いですか。 

１．A：個人が評価され、年齢・経験に関係なく処遇される実力・成果主義の職場 

B：競争よりも、ある年代まで平等に処遇される年功主義の職場 

 

２．A：チームワークを重視する職場 B：個人の裁量に任せられる職場 

 

３．A：仕事以外のことも相談できる職場 B：個人的なことにはあまり触れない職場 

 

４．A：働いた仕事の「量」で評価される職場 B：働いた仕事の「質」で評価される職場 

 

  

凡例

2022年(n=545)

Aに近い

25.5 

どちらかというと

Aに近い

41.3 

どちらかというと

Bに近い

27.5 

Bに近い

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

2022年(n=545)

Aに近い

34.5 

どちらかというと

Aに近い

44.4 

どちらかというと

Bに近い

17.8 

Bに近い

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

2022年(n=545)

Aに近い

38.7 

どちらかというと

Aに近い

39.3 

どちらかというと

Bに近い

15.2 

Bに近い

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

2022年(n=545)

Aに近い

4.4 

どちらかというと

Aに近い

13.0 

どちらかというと

Bに近い

58.0 

Bに近い

24.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

66.8％（A に近い＋どちらかというと A に近い） 

78.9％（A に近い＋どちらかというと A に近い） 

78.0％（A に近い＋どちらかというと A に近い） 

82.6％（B に近い＋どちらかというと B に近い） 
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７．キャリアイメージを描いている人は 5 割。そのうち 5 年先が３割。10 年先が 3 割。 

自身のキャリアイメージを描いているか尋ねたところ、「描いている」（「描いている」＋「どちらかと言えば描いている」）との回答

が、55.2％ありました。 

また、キャリアイメージを描いていると回答した人に対し、「何年先までキャリアイメージを描いているか」尋ねたところ、「5 年

（34.2%）」「10 年（35.9％）」となりました。 

 

Q.  あなた自身のキャリア形成や将来について 

１．あなたは現時点において、将来のキャリアイメージを描いていますか。 

 

 

 

１－１．（１．で「描いている」「どちらかと言えば、描いている」を選んだ方へ） 

何年先までのキャリアイメージを描いていますか。 

 

 

 

 

 

 

２．仕事に必要な能力やスキルを身につけることの責任はだれにあると思いますか。 

 
 

 

結果を受けてコメント 
⚫ １の理想の上司・先輩像では、「丁寧な指導をする人」が高まり、４の意欲や能力を高めるための上司や人事へ期待は、

「成長や力量に対する定期的なフィードバック」が高まっており、比較的手厚い対応を求める傾向にあります。 

⚫ 2012 年の調査から「叱る人」は大幅にダウンしています。「叱るよりもほめて伸ばす！」という風潮の中で、「叱る」または

「叱られる」はあまりなじみがないのかもしれません。 

⚫ ３の「指示が曖昧なまま作業を進めること」に対しては、8 割が抵抗を感じており、質問のしやすい風土や対応が求められ

ています。 

⚫ 一人ひとりの個性を育てながら、丁寧に対応していくことが求められる中で、１on１ミーティングなど上司と部下の対話の

機会を活用する企業も増えています。また、上司に対しては、今までの育成方法を見直し、ときには上司への育成方法

に対する教育機会をつくることも必要ではないでしょうか。 

凡例

2022年(n=545)

描いている

14.3 

どちらかと言えば、

描いている

40.9 

どちらかと言えば、

描いていない

34.1 

描いていない

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

2022年(n=545)

会社の責任である

4.4 

どちらかと言えば、

会社の責任である

10.1 

どちらかと言えば、

個人の責任である

51.9 

個人の責任である

33.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

55.2％（描いている＋どちらかと言えば、

描いている） 

85.５％（個人の責任である＋どちらかと言えば、個人の責任である） 


